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研究成果の概要： 
鼻呼吸障害があり夜間に無呼吸が認められる人も鼻手術後には、鼻腔の通気性が有意に改善す

ると睡眠構築、日中の眠気が有意に改善した。夜間の nasal cycle は昼間活動時に比べて回数
が少なく、周期が有意に長かった。 
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１．研究開始当初の背景 

睡眠中の鼻呼吸障害はその代償として口呼

吸をまねき、睡眠時無呼吸を起こすことが知

られている。しかしその睡眠中の無呼吸から

派生する睡眠障害についてはよく知られてい

ない。また、今まで夜間のnasal cycleに着目し

た研究は全く無く、夜間にどのように鼻の通

気性が動き、口呼吸へと転換してゆくのかは

現在も全く謎で非常に重要な問題である。 

 

２．研究の目的 

 睡眠中の鼻呼吸障害における睡眠構築と
日中活動度の変化、および夜間の nasal cycle

について昼間活動時との変化について明ら
かにするために本研究を行った。 

 

３．研究の方法 

１）形態的に鼻閉が強く鼻呼吸障害のある人

達に対し、鼻手術前後にてpolysomnography 

で術前後で呼吸形態および睡眠構築の変化

を調べた。 

２）鼻閉、いびき、無呼吸がなく通常眠って

いるとき鼻呼吸である（事前に簡易呼吸モニ

ターにて睡眠時無呼吸が無いことを確認）健

常人２０人について昼間活動時と夜間にネ

ーザルサイクルを測定。体位測定装置も同時

に装着し、鼻閉がなく鼻呼吸の人の体位を考

慮した上での夜間と昼間のネーザルサイク

ルの変化を調べた。 
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４．研究成果 
１） 鼻手術後に鼻腔通気度が有意に改善し
たと同時に睡眠構築も％stage1 が減少、％
stage2、%REM が有意に増加。睡眠効率、
全睡眠時間も有意に増加した(Table 1)。その
結果、鼻呼吸障害が改善することによって睡
眠の質も向上することが示唆された。また日
中の活動度も術前後で Epworth Sleepiness 

Scale にて検討し鼻呼吸障害が改善されるこ
とで日中の眠気が有意に改善されることが 

示唆された(Figure 1)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２） Figure２のようにすべての健常人にお
いて日中・夜間の２４時間連続のnasal cycle
について数、持続時間につき検討した。 
それらの検討から以下のことが明らかに 
なった。 
① 睡眠中に nasal cycle の交代は 
20 例中 16例に認め、合計で21回（5例は２
回、11例は１回）の交代点があった。 
② 24 時間中の平均 nasal cycle 数は 10.0 
±4.1 回で、平均周期は 160.5±63.5 分だっ
た。 
③ 睡眠関連の nasal cycle は平均 276.3± 
140.2 分で、一方、覚醒時の nasal cycle は
平均 130.2±46.3 分だった。 
④睡眠関連の nasal cycle は覚醒時の nasal 
cycle と比較し、その周期が有意に長かった。 
 
 
 

 

 

Figure 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Figure 2 の説明） 
今回の健常人において nasal cycle を認めた
人の２４時間の記録例。 初めが夕の17時、
最終が次の日の夕の 17 時。横軸は時間軸で
ある。０から 18, 45 から最終までが日中活
動時の nasal cycle、18 から 45 までが睡眠
中であったときの nasal cycle であろ。縦軸
は鼻呼吸流量に比例する。赤のラインは右の
鼻呼吸流量、 群青のラインは左の鼻呼吸流
量。これらからわかるように睡眠中の nasal 
cycle は２回 日中活動時のnasal cycle は
４回認められた。 
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Table 1: Effects of nasal surgery on sleep quality 

before after P value

   Maximum 　apnea 　duration 61.1±46.0 47.3±36.1 ＜0.01

   Mean 　apnea/hypopnea duration 33.5±7.3 28.8±7.4 ＜0.05

   %stageI 38.4±20.6 32.8±16.5 ＜0.01

   %stageII 43.7±18.9 47.0±18.4 ＜0.05

   %stageIII+IV 0.6±1.7 1.1±0.7 n.s

   %REM 15.4±4.8 17.9±5.1 ＜0.01

   Ar-I　(/hr) 36.8±17.0 36.1±16.5 n.s.

   Sleep Efficacy (%) 84.0±11.3 89.7±6.0 ＜0.01

   TST   (min) 410.5±56.7 440.8±35.8 ＜0.001
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